
活動報告 

団 体 名 南阿蘇復興支援センター 

活 動 名 熊本地方被災住民の生活再建のための支援活動 

活動期間 2016年 4月～2017年 3月 

活動の成果 

・地元住民のニーズを拾いながら活動を続けて評価を頂いて数多くの支援が出来、

経験豊富なボランティア（東北支援）の人達の協力であらゆるニーズに応えられ

た。屋根のシート張りはプロのトビ職の人達 7 名が東京から入ってくださり、多

くの被災者に喜ばれました。  

・最初は作業が中心でしたが時期が変われば復旧から復興に係るニーズが出てき

たこともあり、専門家チームの派遣に切り替えながら活動を続けていきました。  

・神戸の災害から「みなみあそ復興塾」を 8 月より開始、4 回の復興塾を開催し

て地元住民の復興に対するワークショップで意見集約を行い、近く行政側に要望

書を提出する準備をしています。  

・行政側と被災住民との中間的支援を行う旨、行政側と交渉し、必要に応じて村役

場から要請を受け支援を行っています。  

・仮設住宅のサポートについては最初は単発的な演奏会やイベントに取り組みま

したが、毎月定期的に熊本音楽療法士のチームによる演奏会を行っています。そ

の他に「さげもん体験教室」を開催する運びであります。他に落語会等、音楽関係

者の演奏会のマッチング・チラシづくりを行っています。 

寄付者への 

メッセージ 

これまでの活動が継続して続けられたのは皆様のお力のおかげです。  

南阿蘇村の困難な状況のサポートが出来たのも寄付者のお心としてありがたく活

用させて頂きました。感謝の気持ちでいっぱいです。 

（活動のようす） 

 

 

 


